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志、未来へ。
長岡

ホームページで議会の録画中継を配信中→https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shigikai/
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

12月定例会

11月臨時会
　11月臨時会が11月30日に開かれました。
　新型コロナウイルス感染症対策に係る補正予算および職員
の給与に関する条例等の一部改正について審議しました。

補正予算を可決

■新型コロナウイルス感染症対策関係経費
　・飲食・サービス安心応援給付金事業費　　　　　　  １億円

　・住宅リフォーム支援事業費　　　　　　　　　 1,012万５千円

　・学生応援プロジェクト事業費　　　　　　　　　　1,000万円

　・自宅療養者等支援事業費　　　　　　　　　　　 720万円

　・新型コロナウイルスワクチン接種事業費　　12億7,998万９千円

11月臨時会および12月定例会で審議しました
議案等の審査結果については、４ページの「会派別議案等賛否一覧表」をご覧ください。

12月定例会
　12月定例会が12月７日から12月20日までの14日間の会期で
開かれました。
　令和３年度一般会計補正予算を含む市長提出議案等33件、
議員提出議案１件を審議しました。

補正予算を可決

・子育て世帯等臨時特別支援事業費　　　　39億1,712万７千円

・公共交通等確保維持事業費　　　　　　　　　　 1,600万円

・観光・交流施設管理運営業務継続支援金　　　　  6,478万円

・小中総合支援学校大規模改造事業費　　　　  25億9,070万円

・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費
30億8,399万６千円

・原油価格高騰対策事業費　　　　　　　　 １億5,011万７千円

・生活困窮者自立支援金支給事業費　　　　　　1,041万４千円

・社会保障・税番号（マイナンバー）制度事業費　1,780万１千円

ほか
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栃
尾
地
域
の
地
区
公
民
館
や
分
館
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の

移
行
に
つ
い
て

問
　
栃
尾
地
域
の
地
区
公
民
館
や
分

館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

移
行
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ご
と
に
コ
ミ
セ
ン
の
分
館
や
分
室
を
設

置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

栃
尾
地
域
に
お
い
て
は
、
現

在
分
館
等
の
在
り
方
に
つ
い
て

地
域
住
民
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。
公

民
館
機
能
を
廃
止
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
移
行
す
る
際
は
、
面
積
や

立
地
条
件
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
地
域

住
民
の
意
向
を
十
分
に
尊
重
し
な
が
ら
、

公
民
館
や
分
館
単
位
で
長
年
行
っ
て
き

た
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
現
施
設

の
利
用
状
況
に
も
配
慮
し
て
い
く
。
併

せ
て
、
現
在
検
討
中
の
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
組
織
が
地
域
と
連
携
し
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
取
り
組

め
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

要
援
護
世
帯
へ
の
灯
油
購
入
費
の

　
　
　
　
　
　
　
助
成
に
つ
い
て

問
　
新
潟
県
は
灯
油
購
入
費
の
補

助
事
業
を
行
う
市
町
村
に
対
し

て
、補
助
対
象
の
１
世
帯
当
た
り
２
５
０

０
円
を
補
助
す
る
と
発
表
し
た
。本
市
に

お
い
て
も
、生
活
保
護
世
帯
や
収
入
の
少

な
い
高
齢
者
、障
害
者
や
ひ
と
り
親
世
帯

に
対
し
て
、早
急
に
灯
油
購
入
費
の
助
成

を
実
現
す
べ
き
と
考
え
る
。ま
た
、助
成

額
に
つ
い
て
も
１
世
帯
当
た
り
１
万
円

が
適
当
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

今
冬
は
灯
油
価
格
が
上
昇
し

て
お
り
、
生
活
状
況
の
厳
し
い

世
帯
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
先
般
県
が
発
表
し
た
補
助
を

活
用
し
、
本
市
に
お
い
て
も
ま
ず
は
生

活
保
護
世
帯
に
灯
油
購
入
費
の
補
助
を

実
施
し
た
い
。
そ
の
他
の
困
窮
世
帯
に

つ
い
て
も
、
現
在
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
を
軸
に
支
給
要
件
や
支
給
額
、
手
続

き
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
生
産
者
米
価
下
落
の
不
安
を
な
く
し
、米

生
産
と
農
業
の
安
定
を
図
る
取
組
に
つ
い
て

・
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
補

助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

　
　
　
　
再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

問
　
令
和
３
年
度
新
潟
県
原
子
力

防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
本
市
か

ら
は
越
路
地
域
お
よ
び
川
口
地
域
の
住

民
が
参
加
し
た
が
、
参
加
者
の
感
想
や

市
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
屋
内
退
避
を
す
る
こ
と
や

バ
ス
に
よ
る
避
難
の
一
時
集
合
場
所
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
簡
易
除
染
等
に
つ
い

て
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
理
解
で
き
た

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
発
災

時
に
屋
内
退
避
や
一
時
移
転
を
確
実
に

行
え
る
と
感
じ
た
人
は
約
60
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
道
路
渋
滞
や
大

人
数
で
の
避
難
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

不
足
や
冬
期
の
避
難
に
対
す
る
不
安
の

声
も
あ
っ
た
。

　

市
の
成
果
と
し
て
は
、
市
民
の
所
感

や
意
見
を
把
握
で
き
た
こ
と
の
ほ
か
、

情
報
伝
達
や
一
時
移
転
、
安
定
ヨ
ウ
素

剤
の
緊
急
配
布
や
避
難
者
の
受
け
入
れ

等
、
一
連
の
訓
練
を
行
っ
た
こ
と
で
、

職
員
の
災
害
対
応
業
務
を
確
認
で
き
た

こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
訓
練
を
繰
り
返

し
、
発
災
時
の
対
応
に
つ
い
て
市
民
の

理
解
が
深
ま
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

中
山
間
地
の
農
業
、

　
　
　
　
農
村
の
振
興
に
つ
い
て

問
　
中
山
間
地
域
に
お
け
る
多
様

な
人
材
確
保
の
た
め
、
農
業
や

農
村
の
魅
力
を
発
信
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、豊
か
な
自

然
や
伝
統
文
化
、中
越
地
震
か
ら

の
復
興
経
験
を
生
か
し
、都
市
と
の
交
流

や
教
育
体
験
旅
行
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
き
た
。ま
た
、日
本
農
業
遺
産
認
定
を

受
け
た
錦
鯉
や
棚
田
、棚
池
と
い
っ
た
景

観
等
の
情
報
を
発
信
し
、認
知
度
向
上
に

努
め
、関
係
人
口
お
よ
び
交
流
人
口
の
拡

大
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み

を
図
っ
て
き
た
。引
き
続
き
、農
業
や
農

村
の
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
と
磨
き
上
げ

を
進
め
な
が
ら
発
信
に
努
め
る
と
と
も

に
、新
規
就
農
者
の
支
援
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

を
活
用
し
た
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

令
和
３
年
度

新
潟
県
原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
い
て

問
　
本
市
で
は
原
子
力
災
害
が
発

生
し
た
際
、
ま
ず
は
屋
内
退
避

と
し
て
い
る
。
屋
内
退
避
の
理
由
や
内

容
、
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

屋
内
退
避
は
、
国
が
示
す
原

子
力
災
害
対
策
指
針
に
基
づ
き
、

放
射
性
物
質
の
吸
入
抑
制
や
有
害
な
放

射
線
を
遮
蔽
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
ば

く
を
低
減
す
る
防
護
措
置
で
あ
る
。
本

市
に
お
い
て
は
、
栃
尾
地
域
を
除
く
全

市
域
が
原
発
か
ら
の
距
離
が
５
キ
ロ
か

ら
30
キ
ロ
圏
内
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
で
あ
り
、
Ｕ

Ｐ
Ｚ
は
屋
内
退
避
が
有
効
か
つ
合
理
的

な
防
護
措
置
と
さ
れ
て
い
る
。
放
射
性

物
質
が
放
出
さ
れ
た
場
合
、
屋
外
に
出

る
と
放※

１

射
性
プ
ル
ー
ム
に
よ
る
被
ば
く

の
リ
ス
ク
が
か
え
っ
て
高
ま
る
。
ま
た
、

移
動
中
の
事
故
等
の
二
次
被
害
や
既
往

症
の
悪
化
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
屋
内
退

避
は
比
較
的
容
易
に
と
る
こ
と
の
で
き

る
対
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
市

民
に
対
し
、
重
要
性
を
伝
え
て
い
く
。

問
　
訓
練
に
参
加
し
、
一
時
集
合

場
所
の
混
雑
や
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
の
周
辺
を
含
め
た
車
の
渋

滞
、
積
雪
時
の
対
応
と
大
き
く
三
つ
の

課
題
が
あ
る
と
考
え
た
が
、
市
と
し
て

の
課
題
認
識
を
伺
う
。

答
　

今
回
の
訓
練
を
通
し
て
、
今

ま
で
把
握
し
て
い
た
豪
雪
時
や

感
染
症
流
行
下
で
の
避
難
行
動
の
課
題

に
加
え
て
、
避
難
所
の
運
営
に
お
け
る

要
員
の
確
保
や
土
地
勘
の
な
い
住
民
の

ス
ム
ー
ズ
な
移
動
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

緊
急
配
布
等
に
お
け
る
受
け
付
け
手
続

き
の
簡
素
化
な
ど
の
課
題
が
挙
が
っ
た
。

特
に
大
人
数
の
避
難
へ
の
対
応
が
解
決

す
べ
き
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

県
は
今
回
の
訓
練
で
、
顔
認
証
シ
ス
テ

ム
を
試
験
的
に
活
用
し
、
そ
の
結
果
を

基
に
受
け
付
け
の
効
率
化
に
向
け
検
討

し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
避
難
の
円
滑
化
に
向
け
、
し
っ
か

り
と
協
力
し
て
い
く
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
拡
充
に
つ
い
て

問
　
市
は
妊
娠
か
ら
出
産
、
育
児

ま
で
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支

援
策
を
総
合
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
中

で
、
現
在
中
学
卒
業
ま
で
と
し
て
い
る

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
入
院
、
通
院

と
も
高
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡

充
に
つ
い
て
は
、
日
本
一
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
総

合
的
に
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
中
で

重
要
な
課
題
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
予
算
編
成
作
業
を
し
て
お
り
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
も
含
め
、

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
は
、
活
力
あ
る
ま
ち
の
礎
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
子
育
て
支
援

の
充
実
お
よ
び
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

歩
行
者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
　
第
３
福
島
江
踏
切
は
歩
道
も

な
く
狭
隘あ

い

で
、
車
が
す
れ
違
う

と
歩
行
者
が
通
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、

住
民
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
踏

切
内
の
歩
道
拡
幅
工
事
を
含
め
、
当
該

踏
切
周
辺
に
お
け
る
生
活
道
路
の
早
急

な
安
全
対
策
工
事
の
実
施
を
強
く
望
む

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

第
３
福
島
江
踏
切
周
辺
の
生

活
道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

踏
切
東
側
の
市
道
は
家
屋
の
連
担
等
、

土
地
利
用
の
制
約
が
あ
る
こ
と
や
、
踏

切
拡
幅
は
整
備
対
象
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
市
で
は
、
宮
内
駅
へ
の
連
絡
道
路

に
つ
な
が
る
代
替
路
を
整
備
し
、
そ
の

上
で
今
後
も
現
地
の
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
必
要
な
安
全
対
策
を
検
討
し
て
い

く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

・
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
に
つ
い
て

入
札
制
度
に
つ
い
て

問
　
職
員
倫
理
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
内
容
や
効
果
、
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

令
和
元
年
７
月
に
策
定
し
た

長
岡
市
職
員
倫
理
・
行
動
指
針

は
、
職
員
が
意
識
す
べ
き
事
柄
や
行
動

等
を
示
し
た
職
員
の
行
動
規
範
で
あ
り
、

一
定
の
効
果
を
得
て
い
る
。
こ
の
指
針

の
浸
透
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
令
和
元
年
度
ま
で
に
全
職
員
を
対

象
と
し
た
公
務
員
倫
理
研
修
を
実
施
し

た
ほ
か
、
そ
の
後
も
職
階
や
職
種
ご
と

の
倫
理
研
修
、
全
庁
的
な
通
知
等
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
常
業
務

を
振
り
返
り
、
姿
勢
を
正
す
機
会
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
て
職

員
の
意
識
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
変
動
型
最
低
制
限
価
格
制
度

に
つ
い
て
、令
和
３
年
１
月
に
下

限
価
格
が
85
％
か
ら
88
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
。導
入
し
た
令
和
２
年
１
月

か
ら
今
ま
で
の
入
札
・
契
約
制
度
に
お

け
る
変
更
点
に
つ
い
て
伺
う
。ま
た
今
年

度
も
検
証
お
よ
び
検
討
の
結
果
、一
部
見

直
し
が
図
ら
れ
る
よ
う
だ
が
見
直
し
の

内
容
と
今
後
の
入
札
制
度
に
関
す
る
市

の
見
解
を
伺
う
。

答
　

主
な
入
札
制
度
の
改
正
に
つ

い
て
、変
動
型
最
低
制
限
価
格

制
度
に
お
け
る
下
限
額
の
改
正
お
よ
び

安
全
・
安
心
工
事
の
業
者
指
名
数
の
変

更
を
行
っ
た
。ま
た
、一
部
高
額
な
入
札

に
よ
り
有
効
入
札
の
半
数
以
上
が
最
低

制
限
価
格
未
満
で
無
効
と
な
る
極
め
て

ま
れ
な
事
例
も
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

入
札
金
額
の
順
位
が
中
央
に
位
置
す
る

札
の
金
額
を
用
い
る
算
定
式
を
一
部
の

入
札
に
導
入
す
る
。令
和
４
年
３
月
か

ら
試
行
す
る
予
定
で
あ
り
、こ
れ
に
よ

り
、ま
れ
な
事
例
の
発
生
を
防
ぐ
。

　

最
低
制
限
価
格
制
度
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
情
報
漏
え
い
防
止
に
有
効
な
現

在
の
方
法
を
運
用
し
、
入
札
結
果
の
検

証
を
行
い
な
が
ら
適
宜
改
正
し
て
い
き

た
い
。

９人が一般質問９人が一般質問
主な質問と答弁の要旨を掲載します主な質問と答弁の要旨を掲載します

12月定例会

※１　放射性プルーム：�気体状の放射性物質が大気中を雲のような固まりとなって流れる現象のこと

神林　克彦
（長岡令和クラブ）

深見　太朗
（市民クラブ）

諸橋　虎雄
（共産党市議団）

五十嵐 良一
（民成クラブ）

議会の臨場感をスマホでも！
　各議員の顔写真の右下にＱＲコードを掲載しています。スマートフォンやタブレットでＱＲコードを読み取ると、
それぞれの議員の一般質問が動画でご覧いただけます。

～一般質問とは～～一般質問とは～
　議員が長岡市の一般事務について、市長をはじめとする執行機関等に対し、そ
の適正な実施がなされているかを問いただしたり、自身の所信を表明したりする
ことを目的とする質問をいいます。
　一般質問は、定例会に限って認められ、提出された議案とは関係なく本会議で
行われます。
　なお、長岡市議会の一般質問では、質問の論点や争点を明確にし、執行機関か
ら十分かつ正確な答弁を得ることで充実した能率的な議会運営を図るため、あら
かじめ議長に質問の要旨を通告する「通告制」が採用されています。
　また長岡市議会では、一般質問の在り方を長岡市議会基本条例で定めており、
議員が一般質問を行うに当たっては、広く市民の市政に対する理解と関心を高め
るように努めなければならないとされています。

笠井　則雄
（共産党市議団）
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※１　放射性プルーム：�気体状の放射性物質が大気中を雲のような固まりとなって流れる現象のこと

長
岡
市
役
所
の

　
　
　
　
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問
　
時
間
的
な
裁
量
を
与
え
る
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
等
、
多
様

な
働
き
方
が
で
き
る
新
た
な
制
度
の
導

入
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

答
　

本
市
で
は
、
男
性
の
育
児
休

業
取
得
の
推
進
を
は
じ
め
、
看

護
お
よ
び
介
護
休
暇
制
度
の
ほ
か
育
児

短
時
間
勤
務
制
度
な
ど
、
職
員
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
働
き

方
が
で
き
る
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
き

て
い
る
。

　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
等
に
つ
い
て

は
、
よ
り
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
と
し
、

業
務
効
率
の
向
上
も
期
待
で
き
る
。
一

方
で
本
市
の
よ
う
な
基
礎
自
治
体
で
は
、

窓
口
業
務
な
ど
制
度
に
な
じ
ま
な
い
業

務
が
多
く
、
す
べ
て
の
職
種
や
職
場
に

一
律
に
導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
今

後
は
先
進
自
治
体
の
事
例
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
く
。

問
　
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
パ
ソ
コ
ン

の
ロ
グ
情
報
な
ど
、
機
械
的
に

労
働
時
間
の
管
理
を
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
、
こ
う
し
た
客
観
的
な
労

働
時
間
の
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

機
械
的
な
労
働
時
間
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
長
時
間
労
働
の

抑
制
等
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
シ
ス

テ
ム
整
備
に
費
用
が
か
か
る
こ
と
や
運

用
面
で
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
費

用
対
効
果
や
導
入
の
利
点
等
に
つ
い
て

全
庁
的
な
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
と
も
に
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　

労
働
時
間
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
現
行
ど
お
り
時
間
外
勤
務
を
適
切

に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
削
減
に
向
け

た
職
員
の
意
識
改
革
と
所
属
長
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
強
化
の
た
め
の
指
導
や
研

修
を
行
っ
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
水
道
事
業
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
政
策
に
つ
い
て

問
　
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

す
る
協
議
会
に
お
い
て
、
日
常

的
に
公
共
交
通
を
利
用
す
る
人
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
。
ま
た
、
各
公
共
交
通
路
線
で
の

乗
り
継
ぎ
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
、
分

か
り
や
す
く
見
せ
る
工
夫
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定

は
、
長
岡
市
地
域
公
共
交
通
協

議
会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
お
り
、

利
用
者
と
し
て
高
齢
者
や
消
費
者
の
団

体
代
表
者
が
参
加
し
て
い
る
。
利
用
者

目
線
お
よ
び
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

関
係
部
局
と
連
携
し
て
来
年
度
の
策
定

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
見
せ
る
工
夫

に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
へ
の
取
り
組
み
が
、
地
域
の
公
共
交

通
を
維
持
し
、
市
民
生
活
の
足
を
確
保

す
る
た
め
に
も
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
変

え
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

　
　
　
　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

問
　
国
の
積
極
的
勧
奨
へ
の
方
向

転
換
に
対
す
る
市
の
認
識
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
ワ

ク
チ
ン
等
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

説
明
会
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
勧
奨
は
、最

新
の
知
見
を
踏
ま
え
、有
効
性
が

リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
上
回
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、再
開
に
至
っ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。市
と
し
て
は
、国

の
方
針
に
基
づ
き
令
和
４
年
４
月
か
ら

再
開
す
る
こ
と
と
し
、対
象
者
へ
速
や
か

に
個
別
通
知
を
行
う
予
定
で
あ
る
。接
種

機
会
を
逃
し
た
人
へ
の
対
応
は
国
の
方

針
が
決
ま
り
次
第
、準
備
等
を
進
め
る
。

説
明
会
に
つ
い
て
は
、医
師
会
や
助
産
師

会
等
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
ほ
か
市
政
だ
よ
り
等
に
よ
る
情
報

発
信
に
加
え
、予
診
票
送
付
時
に
国
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
同
封
す
る
な
ど
、制

度
を
周
知
し
、理
解
を
促
し
て
い
く
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

問
　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
、
水
災
害
リ
ス
ク
評
価
と

ま
ち
づ
く
り
を
踏
ま
え
た
方
向
性
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。
市
長
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
の
っ
と
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
一
方
で
、

副
市
長
は
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
は
過
剰
で
あ
る

と
発
言
し
て
お
り
、
対
極
に
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

答
　

最
大
規
模
の
降
雨
を
想
定
し

た
現
行
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
改
善
の
余
地
が
あ
り
、
国
は
課
題

認
識
を
持
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

現
行
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
基
に
、

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
避
難
対

策
を
す
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
る
。
一

方
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
最
大

規
模
の
降
雨
を
想
定
し
た
現
行
の
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
前
提
と
し
た
場
合
、

土
地
利
用
が
必
要
以
上
に
制
約
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
比
較
的
発
生
頻
度
の
高

い
規
模
の
降
雨
を
対
象
に
対
策
を
検
討

す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
市
長
と

副
市
長
の
発
言
は
矛
盾
し
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

公
文
書
管
理
に
つ
い
て

問
　
こ
れ
ま
で
も
、
市
の
文
書
管

理
上
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
き

た
が
、
現
行
の
文
書
規
則
に
よ
る
執
行

で
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
公
文

書
管
理
の
適
正
執
行
に
向
け
て
、
今
後

は
公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
や
規
則
お

よ
び
要
綱
で
よ
り
細
か
く
規
定
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

答
　

公
文
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
長
岡
市
文
書
規
則
等
に

規
定
さ
れ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
や
追
加
を
し
て
き
た
。
今
後
も
同

様
の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
官
製
談
合
事
件
に
つ
い
て

中
之
島
出
張
所

  

新
築
工
事
監
理
委
託
に
つ
い
て

問
　
工
事
と
監
理
の
契
約
日
を
合

わ
せ
る
必
要
性
の
根
拠
は
何
か
。

ま
た
、
工
事
契
約
日
に
合
わ
せ
る
形
で

監
理
契
約
書
類
の
日
付
に
実
際
と
異
な

る
日
付
を
入
れ
て
い
た
が
、
実
務
で
両

契
約
日
が
合
う
よ
う
に
手
続
き
を
進
め

る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
日
程
管

理
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
、
市
の
認

識
を
伺
う
。

答
　

監
理
者
不
在
の
工
事
着
手
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
建
築

基
準
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
工
事
は
契
約
後
、
直
ち
に
着
手

が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て

工
事
契
約
日
に
監
理
契
約
の
日
付
を
合

わ
せ
る
こ
と
を
慣
例
と
し
て
き
た
。

　

実
際
に
は
工
事
契
約
か
ら
工
事
着
手

ま
で
に
一
定
の
日
数
が
あ
る
た
め
、
そ

の
間
に
監
理
契
約
が
行
わ
れ
れ
ば
よ
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
も
工
事
契
約
決
定

後
に
速
や
か
に
監
理
を
す
る
相
手
方
と

協
議
を
行
っ
て
お
り
、
日
程
管
理
に
問

題
は
な
か
っ
た
。

柏
崎
刈
羽
原
発
の

　
　
　
　
再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

問
　
市
は
、
30
キ
ロ
圏
内
の
自
治

体
と
し
て
の
本
市
の
意
見
は
相

応
に
知
事
に
受
け
止
め
て
も
ら
え
る
と

の
見
解
だ
が
、
知
事
に
は
確
認
を
取
っ

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
の
主

体
的
か
つ
率
直
な
意
見
や
思
い
は
、
早

い
時
期
に
知
事
に
伝
え
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

県
と
市
の
こ
れ
ま
で
の
関
係

性
を
踏
ま
え
、
意
思
疎
通
や
信

頼
関
係
は
十
分
に
で
き
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後

再
稼
働
に
つ
い
て
国
の
追
加
検
査
や
県

の
検
証
等
が
終
わ
り
、
議
論
が
で
き
る

よ
う
な
段
階
お
よ
び
状
況
に
な
っ
た
ら

し
っ
か
り
と
市
民
の
意
向
を
踏
ま
え
た

上
で
、
市
と
し
て
の
意
思
表
示
を
し
て

い
く
。

池田　明弘
（長岡市公明党）

関　貴志
（無所属）

諏佐　武史
（無所属）

松野憲一郎
（長岡令和クラブ）

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書
　北朝鮮による日本人拉致問題については、政府認定の拉致被害者17名のうち５名が新潟県関係者であり、そのうち横田めぐみさんと曽我ミ
ヨシさんはいまだ帰国を果たしていません。また、長岡市で行方が分からなくなった中村三奈子さんをはじめ、県内には拉致の疑いのある特
定失踪者の方が６名おられ、現在も安否が分からぬままとなっています。
　岸田総理大臣は、就任後の所信表明演説で、拉致問題は最重要課題であり、全ての拉致被害者の一日も早い帰国を実現するため、金正恩委
員長と直接向き合う決意であるとの考えを示されました。また、拉致問題担当大臣に就任した松野官房長官も、米国など関係国と緊密に連携
を取りながら、政府一体となって総力を挙げて取り組んでいくと解決に意欲を示されました。
　拉致問題の解決に向けた進展が見られない中、既に長い歳月が経過しております。被害者自身やその家族の高齢化が進んでおり、もはや一
刻の猶予も許されないことから、早急に被害者全員の即時帰国を実現しなければなりません。
　よって、国会及び政府におかれては、拉致被害者及び特定失踪者家族の痛切な思いを共有し、北朝鮮による拉致被害者及び特定失踪者全員
の早期帰国並びに真相の究明に向け、国際社会と連携を強化し、あらゆる手段を講じ国を挙げて全力で取り組まれるよう、強く要望します。

（送付先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、拉致問題担当大臣

12月定例会で可決した意見書

～意見書とは～
　 　市民生活に重要なことで、それが国や県の仕事である場合、市の力では解決できないことがあります。このようなとき、議会

の意思を意見としてまとめ、国会や県などに伝える手段のことをいいます。
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会派別議案等賛否一覧表
12月定例会� ○：会派全員が賛成　×：会派全員が反対

会　派　名
（　）は所属議員数

議　案　等
�

市
民
ク
ラ
ブ 
⒃

長
岡
令
和
ク
ラ
ブ 
⑸

長
岡
市
公
明
党 

⑶

民
成
ク
ラ
ブ 

⑵

共
産
党
市
議
団 

⑵

無

所

属 

Ａ

無

所

属 

Ｂ

無

所

属 

Ｃ

無

所

属 

Ｄ

議決結果

市　

長　

提　

出　

議　

案　

等

補 正 予 算
令和３年度一般会計� ３件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和３年度国民健康保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条　
　
　
　
　

 

例

制　 定
情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

栃尾地域交流拠点施設条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

一部改正

個人情報保護条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

手数料条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

学校給食共同調理場条例� ほか３件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

廃　 止
小国商工物産館条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

サンライフ長岡条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ の 他

和解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

町（字）の区域及び名称の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市道路線の認定、変更及び廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

財産の取得（越路原バイパス整備事業用地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

訴えの提起 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

過疎地域持続的発展計画 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び新潟県市町村総合事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

指定管理者の指定（栃尾地域図書館）� ほか４件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

指定管理者の指定（互尊文庫）� ほか４件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人 　 　 事
監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議　
　

員

提
出
議
案

意 見 書 北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

各種行政委員の　　　　　　
　　　　　選任・推薦に同意

　12月20日の本会議最終日において、
次の方を選任・推薦することに同意し
ました。

　○監査委員
篠田　　弘成　氏（再任）

　○人権擁護委員
青柳　　隆広　氏（再任）
五十嵐美千子　氏（再任）
大石　　　巧　氏（再任）
関　　　敏江　氏（再任）
髙橋　　惠子　氏（再任）
長谷川美惠子　氏（再任）
丸山　　亮淨　氏（再任）

会派別議員名簿（12月20日現在）

市民クラブ

加藤　尚登　　　池田　和幸
大竹　雅春　　　田中　茂樹
深見　太朗　　　多田　光輝
豊田　　朗　　　荒木　法子
丸山　広司　　　長谷川一作
丸山　勝総　　　古川原直人
関　　正史　　　酒井　正春
高野　正義　　　五井　文雄

長 岡 令 和
ク ラ ブ

関　　充夫　　　杵渕　俊久
松野憲一郎　　　神林　克彦
山田　省吾

長岡市公明党
藤井　達徳　　　池田　明弘
中村　耕一

民成クラブ 五十嵐良一　　　小坂井和夫

共産党市議団 笠井　則雄　　　諸橋　虎雄

無 所 属

Ａ　諏佐　武史

Ｂ　桑原　　望

Ｃ　水科　三郎

Ｄ　関　　貴志

Ｅ　松井　一男（議長）

市　
　

長

提
出
議
案

補 正 予 算 令和３年度一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条
例

一部改正 職員の給与に関する条例等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

11月臨時会
※１　荒木法子議員は最終日欠席

本会議
①�各委員会の委員長が審査結果
を報告します。
②�委員長報告に対し、質疑と討
論が行われます。
③�議会として賛成か反対かを採
決します。

本会議
①�議案の内容が提出者である市
長や議員から説明されます。

②�専門的に審査するため、関係
する委員会に付託します。

委員会
①�付託された議案について詳し
く説明され、質疑などが行わ
れます。

②�委員会として賛成か反対かを
採決します。

可
　
決

否
　
決

議案が議決されるまで

※１
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〇常任委員会〇
　長岡市議会では「総務」「文教福祉」「産業市民」「建設」の四つの常任委員会が設置されており、議員はいずれか一つに所属します。
　各常任委員会では、本会議の付託を受けてその部門に属する議案を審査するほか、委員会の所管事項に関する質問を市長や関係機関に対して行います。
　ここでは、質問の一部を掲載しています。詳しい内容については会議録（２月中旬発行予定）やインターネットの録画中継をご覧ください。

12月定例会　常任委員会の所管事項に関する質問

３月定例会のご案内 ３月定例会の日程は、２月上旬に決定します。

総務委員会
●支所体制の見直しにおける、地域の独自性確保に対する見解
●長岡方式の地域自治の総括と支所体制見直しの意図や時期および手順
●市町村合併の目的と支所地域の在り方に関する議論の必要性
●職員の時間外勤務手当削減に対する現状と対策
● 住宅用火災警報器の設置状況と防火対策および消防団の現状と自主防災会と

の連携
●柏崎刈羽原発の杭損傷に対する県技術委員会による検証の必要性
● 行政運営におけるＩＣＴの利活用による市民サービスの向上、業務効率化の

考え方
 ほか

産業市民委員会
●マイナンバーカードの普及状況と今後の普及率向上に向けた市の取り組み
●市内既存企業に対する雪対策に資する補助制度創出の必要性
●ウイルス禍における男女平等推進センター「ウィルながおか」の活動内容
●信濃川河川運動施設における仮設トイレの整備状況
● 持続可能な行財政運営プランにおけるアオーレ長岡の使用料見直しの根拠と

当初方針との整合性
●事業再構築補助金の活用促進に向けた市の支援状況
 ほか

文教福祉委員会
● 新型コロナウイルス感染症拡大防止および日常生活回復のためのＰＣＲ検査

補助制度の対象拡充
●病児保育や一時保育、ファミリー・サポート・センターの利用状況
●市の教育環境を考えた学校の在り方と取り組みの方向性
● 就学援助制度における卒業アルバム作成代とオンライン通信費の支給に対す

る考え方
●東川口保育園の移転における、応募法人がなかった場合の対応
●東川口保育園の移転に向けた今後の進め方と公設公営への転換
● 特別教室や体育館へのＷi-Fi環境の整備とタブレットを活用した今後の教育活

動の方針
 ほか

建設委員会
●歩道除雪の出動基準と路線選定

●国の「新しいまちづくりのモデル都市」に選定された市の事業

●フェニックス大橋周辺の渋滞対策

●長岡市景観アクションプランの現状と今後の課題

●市道における舗装修繕の考え方

 ほか

本 

会 

議

・開会　　午後１時
・受付　　午後０時30分からアオーレ長岡　西棟２階（傍聴受付）にて
・定員　　40人、車いす席２人、親子傍聴席10人
※新型コロナウイルス感染症対策のため、定員数を変更しています。

常
任
委
員
会

・開会　　午前11時30分
・受付　　午前11時からアオーレ長岡
　　　　　西棟４階（議会事務局）にて
・定員　　12人

議
会
運
営
委
員
会

コロナ対策で間隔を空けた傍聴席

【市議会を傍聴される方へのお願い（新型コロナウイルス感染症対策について）】
新型コロナウイルス感染症の予防および拡大防止のため、次のことをお願いします。
　１　傍聴席入場時のアルコール消毒・検温
　２　マスクの着用
　３　他の傍聴者と間隔を空けた着席
なお、発熱やせき、風邪の症状がある場合は傍聴をご遠慮ください。

ホームページで議会情報を発信中！ 検索長岡市議会

議会の日程や議案等の概要、
過去の市議会だより等を掲載
しています。
ぜひご覧ください。

こちらのQRコードから
アクセスできます。

○○ 録画中継 ○○

　本会議・常任委員
会・一部特別委員会は、
ホームページで生中
継・録画中継をしてい
ます。
　なお、本会議・常任
委員会は、ケーブルテ
レビでもご覧いただけ
ます。再放送は会議開
催日当日の午後７時か
ら放送します。

○○ 会議録 ○○・開会　　午前10時
・受付　　午前９時30分からアオーレ長岡
　　　　　西棟４階（議会事務局）にて
・定員　　12人

　ホームページでは、
会議録検索システムを
活用し、過去の会議の
会議録をご覧いただけ
ます。本会議や委員会
ごとに、発言者や用語
による検索ができます。
ぜひアクセスしてみて
ください。
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植物油インキを使用しています

再生紙を使用しています

令和４年２月１日発行
次号は令和４年４月25日発行予定です

編集･発行：長岡市議会　〒940-8501　新潟県長岡市大手通1－4－10
　　　　　　　　　　　  ☎（0258）39-2244／FAX（0258）32-0827
E-mail:gikai@city.nagaoka.lg.jp  URL:https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shigikai/

市議会の活動状況 11 月

１日 議会活性化特別委員会

２日 人口減少対策特別委員協議会

５日 議会運営委員会

11 日 克雪・危機管理・防災対策特別委員会

15 日 中山間地域振興条例（仮称）制定検討委員会

11

月

臨

時

会

30 日

議会運営委員会

本会議

文教福祉委員会

産業市民委員会

建設委員会

総務委員会

議員協議会

12 月

３日
議会運営委員会

議会活性化特別委員会

12

月

定

例

会　
　
（　
14

日

間　
）

７日

議会運営委員会

本会議（招集日）

文教福祉委員会

８日 本会議

９日 本会議

13 日
産業市民委員会

克雪・危機管理・防災対策特別委員協議会

14 日
建設委員会

まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会

15 日
文教福祉委員会

中山間地域振興条例（仮称）制定検討委員会

16 日
総務委員会

人口減少対策特別委員協議会

20 日

議会運営委員会

文教福祉委員会

産業市民委員会

総務委員会

本会議（最終日）

１月

13 日 議会活性化特別委員会

31 日 中山間地域振興条例（仮称）制定検討委員会

議会活性化特別委員会を開催
　11月１日に第２回、12月３日に第３
回、１月13日に第４回の委員会を開催
し、それぞれ「特別委員会の在り方」
について協議しました。
　特別委員会の本来の在り方を再確認
した上で、本市における現状や課題に
ついて協議し、今後の在り方について
検討していきます。 議会活性化特別委員会の様子

１月４日 新年賀詞交換会に出席
　恒例の新年賀詞交換会が、新型コロ
ナウイルス感染症対策を講じた上で開
催され、松井議長が年頭のあいさつを
行いました。
　行政機関や各業界団体の約1,600人
が参加し、新年のあいさつを交わしま
した。

年頭のあいさつをする松井議長

11月30日 議員協議会を開催
　議員協議会を開催し、以下の２項目について市から説明があり、議員から質
疑が行われ、意見が出されました。

①支所地域における今後のまちづくり
（本庁・支所の体制）について（素案）

②�ミライエ長岡への機能移転に伴う歴
史関連施設の再編について

議員協議会の様子

中山間地域振興条例（仮称）
　　　　　　　　制定検討委員会を開催

　11月15日に第３回、12月15日に第４
回、１月31日に第５回の委員会を開催
し、条例の制定に向けた検討を行いま
した。
　委員会では、本市における中山間地
域の現状と課題について意見交換した
ほか、条例に規定する中山間地域の定
義などについて協議してきました。
　今後は、条文案について検討をして
いきます。

中山間地域振興条例（仮称）制定検討委員会の様子


